女子ハンドボール競技におけるシュートエリアによる攻撃の特徴 by 八尾 泰寛 & 高野 亮



























































































































シュート成功率＝ XlOO (%) 
シュート数
攻撃エリアによる得点










全シュート 156 167 175 1 82 
得点数 93 94 100 94 
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表 3 エリア別シュート割合（シュート本数）
ロング ポスト
速攻 I 7m I Total 
ミドル カットイン サイド
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東女体大 東女体大 デンマーク 韓国
（春） （秒火）
ロング
43.5°/4。 44.4% 56.5°/c。 366°/c。ミド）レ
ポスト
60.0% 60.0% 4 7.1 °/c。 51.1% カットイン
サイド 51.6°/4。 64.0°/4。 53.30J。 567% 
速攻 86.4% 65.6% 80.8°/c。 571 °/o 
7m  91.7~ん 57.1~ん 81.8°/c。 692°/4。




























東女体大 東女体大 デンマーク 韓国
（春） （秋）
ロング
21 5°/c。 255°/c。 130°/c。 160°/c。ミド）レ
ポスト
290% 223% 330°/4。 255°/c。
カットイン
サイド 172% 170°/c。 240o/。 36.1 °/c。
速攻 205% 22.4% 210% 128% 
7m 118% 12Bo/。 9.0% 9.6% 
4 まとめ
本研究では、高い競技レベルにおける女子ハンド
ボール競技を対象として勝敗を左右する戦術面に
関してシュートという観点から分析し、世界のトップ
チームと東京女子体育大学を客観的データから検
討することを目的とした。
結果は以下の通りであった
①世界トップチームは攻撃中に絶えずシュート狙い、
高い確率でシュートまで達していることが明らかに
なった。
②世界トップチームはゴールに近いエリアでの近距離
シュートや速攻からシュートをはなつ攻撃戦術を実
行している傾向がみられた。
③シュート占有率では、関東学生リーグ戦での東女
体大の攻撃戦術が、ロング・ミドルシュートを柱に
ポスト・カットインプレーを利用した得点と速攻で得
点を重ね、どのポジションからも比較的まんべんな
＜得点していることが明らかになった。
引用・参考文献
・杉森弘幸 (1998)：ハンドボールゲームに関する一
考察岐阜大学教育学部研究報告22巻第2号：
pp23-30. 
・難波俊夫笹倉清則 (1993)：新ハンドボールブッ
ク遊戯社東京pp.8-97.
．會田宏•樫塚正一•土合久男 (1995) ：スコアによ
るゲーム分析からみた女子ハンドボール競技にお
ける攻撃の特徴、武庫川女子大学紀要43巻： p 
p49-54. 
•岡本大•吉田久士 (2004) ：ハンドボールにおける
アテネオリンピック優勝チームのゲーム分析、国士
舘大学体育研究報第23巻：pp61-64.
